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おお 問 合 せ 先お 問 合 せ 先

農業振興普及課
0920-45-3038

農業振興普及課
0920-45-3038

お 問 合 せ 先お 問 合 せ 先集落営農の未来に向けて集落営農の未来に向けて
～どうすれば農業で十分な所得を上げていけるか

議論を進めていきましょう～
～どうすれば農業で十分な所得を上げていけるか

議論を進めていきましょう～

　壱岐地域では、集落営農法人や組織による営農活動が県内でも先駆けて盛んに行われてきまし

た。しかしながら、島内の人口は年々減少しており、多くの集落が今後どのようにして地域農業

および農地を守っていくか、といった課題を抱えています。

　そこで今年度から、エスコートランナー（=地域の内情に詳しい方）と共に集落に入り「活気あ
る集落営農の実現」にむけて集落の皆さんで話し合いを進めています。

○エスコートランナーって何？
・集落での話合いや取組を進める中で関係機

　関と共にサポートなどを行ってくれる人の

　ことです。

・関係機関と集落の人材をつなぎ合わせたり、

　集落のリーダーをサポートしたり、といっ

　た役割を担います。

霞翠集落での取組と今後（取組案の例） ・今年度は霞翠集落の中山間組織代表者の皆さんで

　「全員発言できるグループワーク方式」のもと、

　以下の内容で話し合いを行いました。

　第1回：集落の農業に関する課題の抽出と共有

　第2回：課題解決のための取組案を考える

・今後の方針

　取組案について、更に地域の若い世代や女性も

交えて深堀し、集落を盛り上げる取組へつなげて

いきます！

　また振興局としても、他の集落も同様に、集落

での話し合いや取組をサポートしていきます！

　壱岐市農協はこの度、「めざそう！１００億で離島農業日本一へ」をスローガンに若者が希望

を持ち、活き活きと豊かな生活を営むことが出来る魅力ある農業の実現を基本理念とした第９次

営農振興計画を策定しました。本計画は従来5年間を想定していたものを10年に渡る長期計画と

したうえで、大きな柱として３つのテーマを掲げています。

　第１の産地強化への取組では、肉用牛の規模拡大・生産効率の向上、アスパラ

ガス、いちご等施設園芸品目の拡大、さらに露地野菜ではにんにく、ブロッコリ

ー、かぼちゃなどの収益性の高い品目の栽培拡大を図るとともに、スマート農業

などの高度技術の導入促進などを通じて農業販売高１００億円を目指します。

　第２の担い手育成では、ＪＡ直営トレーニングハウス、ＪＡアパートハウスと

併せ、マルチワーカー制度も活用しながら、新規参入１００人を目指します。

　第３の地域活性化は集落営農組織への継承を目的としたＪＡ直営農場（ブリッ

ジハウス）などを整備し、組織の経営多角化による年間を通じた担い手確保と所

得向上を進めるとともに、人・農地プランや農地中間管理事業の活用、基盤整備

の強力な推進を図りながら、集落営農１００組織を目指す内容となっています。

　この計画には壱岐農業の未来の夢と希望が託されており、ＪＡや関係機関とと

もに、私たちも一緒になって進めてまいります。

　なお、本計画の詳細は農協のホームページでもご覧いただけます。　


